
第１巻 「子どもの育ちを支える保育所の保育実践」（７５分） 

第１巻では、０歳から６歳までの子どもの保育所生活を中心に、子どもの遊びや環境

への関わり、友達や保育士とのやりとりに着目しています。保育指針のキーワードを

各章のタイトルとし、子どもの育ちを支える具体的な日々の保育実践に結びつけてい

ます。 

 

１ オープニング ～子どもの最善の利益～ 

２ 

最もふさわしい生活の場 

～健康・安全な生活と子どもが主体的に生きる場～ 

① 子どもの健康と安全が守られ、情緒の安定が図られる場 
② 快適で心地よい生活の場 
③ 子ども自らが意欲的に生活する場 
④ 人と関わり、共に生活する場 

３ 

養護と教育の一体性 

～養護と教育が一体的に展開される保育の特性～ 

① 乳児保育における養護と教育の一体性 
② １、２歳児の保育における養護と教育の一体性 
③ ３、４、５歳児の保育における養護と教育の一体性 

４ 
発達と生活の連続性 

～乳幼児期の発達の特性と発達過程に応じた保育～ 
① 発達過程に応じた保育 ② 個人差への配慮 ③ 生活の連続性 

５ 

環境を通して行う保育 

～保育の環境構成と環境を生かした保育～ 

 ① 保育室の環境 ② 園庭の環境 ③ 地域の環境 

６ エンディング 

 

第２巻 「保育所の社会的役割と責任」（４６分） 

第２巻では、保育所が保育の専門機関として、保護者や関係機関等と交流や連携を図

りながら社会的役割や責任を果たすことの重要性に着目しています。保育所が職員の

研修などを通して資質向上を図りながら、また、保育の環境や保育士の専門性を生か

して地域社会に貢献していくことが望まれます。 

１ オープニング 

２ 

入所する子どもの保護者への支援 

～家庭とのパートナーシップと保護者支援～ 

① 子育てに関する相談・援助 
② 保育内容等についての説明責任 
③ 保護者同士をつなげる支援 
④  保育所の苦情解決 

３ 

地域社会との交流と連携 ～顔の見える連携と地域社会への貢献～ 

① 小学校との連携 
② 関係機関との連携 
③ 災害時における保育所の役割 
④ 地域における子育て支援 

４ 

職員の研修 ～職員の共通理解と協働・園内研修の重要性～ 

① カンファレンス・園内研修の重要性 
② 様々な園内研修の持ち方 
③ 保育所内外の体系的・計画的な研修の実施 

５ エンディング 

 


